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第35号●
出
展
者
も
見
学
者
も
ゆ
っ
た
り
と

白
堊
芸
術
祭
を
、
毎
年
、
楽
し
み

に
し
て
下
さ
る
方
が
増
え
て
き
ま
し

た
。
今
回
か
ら
若
干
の
出
展
（
出
演
）

料
を
設
定
し
、
広
く
て
、
交
通
の
便

の
良
い
会
場
に
変
更
し
て
開
催
す
る

こ
と
に
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
狭
い

会
場
で
た
い
へ
ん
ご
不
便
を
お
か
け

し
て
参
り
ま
し
た
が
、「
文
化
の
祭

典
」
に
ふ
さ
わ
し
く
、
出
展
（
出
演
）

者
と
見
学
者
が
心
行
く
ま
で
交
流
を

楽
し
ん
で
い
た
だ
け
ま
す
。

文房堂ギャラリーは４階、三省堂書店が目印

●
あ
な
た
の
特
技
を

ぜ
ひ
こ
の
機
会
に

書
画
、
彫
刻
、
写
真
な

ど
ジ
ャ
ン
ル
を
問
わ
な
い

展
示
の
ほ
か
、
歌
や
演
奏

の
ミ
ニ
ラ
イ
ブ
、
書
道
教

室
、
手
品
、
講
演
な
ど
が

で
き
ま
す
。こ
の
機
会
に
、

ぜ
ひ
、
あ
な
た
の
特
技
を

仲
間
に
ご
披
露
下
さ
い
。

書
画
、
写
真
等
の
個
人
展
、
グ
ル

ー
プ
展
も
で
き
ま
す
。
お
気
軽
に
ご

相
談
く
だ
さ
い
。

●
12
月
21
日（
土
）野
口
田
鶴
子
さ
ん

の「
宮
澤
賢
治
＆
五
行
歌
朗
読
」

野
口
田
鶴
子
さ
ん（
Ｓ
40
卒
）の
朗
読

は
12
月
21
日
午
後
１
時
30
分
か
ら
。

●
12
月
15
日（
日
）搬
入
＆
懇
親
会

搬
入
は
オ
ー
プ
ン
前
日
の
12
月
15

日
（
日
）
で
す
。
会
場
の
設
営
終
了

「
白
堊
芸
術
祭
」大
幅
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

12
月
16
日
■
〜
21
日
■
文
房
堂

ぶ

ん

ぽ

う

ど

う

（
神
田
神
保
町
）で
開
催

〈2013年度在京白堊会クラブ活動スケジュール〉
●10月22日（火）「在京白堊会ゴルフ大会」
（会場：ザ・ゴルフクラブ竜ヶ崎／茨城県龍ヶ崎市）〈8面〉
●11月9日（土）「中世城郭探訪」
〈岩槻城見学〉（場所：さいたま県岩槻区）〈2面〉
●12月16日（月）-21日（土）「白堊芸術祭」
（会場：文房堂ギャラリー／千代田区神田神保町）〈1面〉
●平成26年2月9日（日）「新年歌の祭り」
（会場：東京都渋谷区笹塚／Blue‐T〈ブルーティ〉）〈8面〉
※ご質問、お問い合わせは事務局03-3269-0900へお気軽にどうぞ。

2013白堊芸術祭

出展者募集

より広く！より楽しく！

第
６
回
目
を
迎
え
た「
白
堊
芸
術
祭
」
は
、
在
京
白
堊
会

の
年
末
の
行
事
と
し
て
す
っ
か
り
定
着
し
ま
し
た
。そ
こ
で
、

よ
り
多
く
の
方
に
参
加
い
た
だ
け
る
よ
う
、
広
く
て
便
利
な

会
場
に
変
更
し
ま
し
た
。出
展
料
は
一
人
２
点
ま
で
２
千
円
。

絵
画
、彫
刻
、書
、陶
芸
な
ど
の
ほ
か
、歌
や
演
奏
な
ど
で
も

参
加
で
き
ま
す
。
み
ん
な
で
参
加
し
、
み
ん
な
で
つ
く
る
文

化
の
祭
典
。
ぜ
ひ
、い
っ
し
ょ
に
楽
し
み
ま
し
ょ
う
。

月

土
文房堂ギャラリー
〒101-0051
千代田区神田神保町1-21-1
文房堂ビル4Ｆ
Tel: 03-5282-7941
（会場直通:会期中のみ使用可能）
Tel: 03-3291-3445
（ギャラリー事務所）
http://www.bumpodo.co.jp/
*ギャラリーへはエレベーターを利用。
〈アクセス〉「神保町」駅（東京メトロ
半蔵門線、都営三田線、新宿線）
A7出口徒歩3分／JR「御茶ノ水」
駅 御茶ノ水橋口徒歩10分

平成26（2014）年総会は5月10日（土）開催

広々 とした文房堂ギャラリー。展示のほか歌や
演奏、講習などのミニイベントができる

後
、
懇
親
会
を
行
い
ま
す
。
出
展
者

で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
。
大
勢

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す

白
堊
芸
術
祭
実
施
概
要

▼
会
場：

文
房
堂
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
上
記
参
照
）

▼
開
催
日：

平
成
25
年
12
月
16
日（
月
）〜

21
日（
土
）11：

00
〜
18：

30（
最
終
日
は
15：

00
）

※
搬
入
は
12
月
15
日（
日
）
10：

00
か
ら
。

▼
出
展
料

一
人
２
千
円
（
２
点
ま
で
）。

２
点
以
上
は
１
点
に
付
き
、
プ
ラ
ス
１
千

円
。
グ
ル
ー
プ
展
出
展
料
も
こ
れ
に
準
じ

ま
す
。
イ
ベ
ン
ト
は
１
時
間
２
千
円
（
準

備
、
撤
収
時
間
含
。
イ
ベ
ン
ト
に
要
す
る

楽
器
、
道
具
等
は
す
べ
て
出
演
者
負
担
で

準
備
、
ご
用
意
下
さ
い
）。
な
お
、
出
演

（
出
展
）
者
は
、
期
間
中
の
会
場
係
も
分
担

で
担
当
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

▼
懇
親
会

搬
入
日
の
懇
親
会
は
17：

00

か
ら
。
３
０
０
０
円
会
費
（
会
場
未
定
）。

▼
申
込
締
切

11
月
10
日（
日
）。

●
申
込
み
＆
問
合
せ
先：

三
浦
千
波
〒
２
１
１-

０
０
３
５
川
崎
市
中
原
区
井
田
２
の
15
の
50

電
話（
０
４
４
）７
９
７
・
２
１
７
０

※
な
お
、
詳
細
は
申
込
み
締
切
り
後
、
各

出
展
（
出
演
）
者
に
ご
案
内
い
た
し
ま
す
。

（
※
作
品
の
大
き
さ
、
イ
ベ
ン
ト
の
種
類
、
演
目
時
間
に
よ

っ
て
は
出
展
ま
た
は
上
演
で
き
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
の

で
、
あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
出
展
作
品

は
撮
影
し
、
会
報
に
掲
載
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま
す
）
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参加者
募集

岩
槻
城
見
学
―
開
催
日：

平
成
25
年
11
月
９
日（
土
）―

第
９
回
在
京
白
堊
レ
デ
ィ
ス
会

は
、６
月
22
日（
土
）12
時
30
分
よ
り
、

銀
座
の
レ
ス
ト
ラ
ンsun-m
i

（
サ
ン

ミ
）
高
松
本
店
で
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

お
食
事
の
あ
と
は
、
ゲ
ス
ト
の
鍼

灸
師
、堀
之
内
裕
子
さ
ん
の
ご
講
演
。

身
近
な
テ
ー
マ
で
、
み
な
さ
ん
熱
心

に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

お
食
事
に
、
お
し
ゃ
べ
り
に
、
あ

っ
と
言
う
間
の
楽
し
い
２
時
間
で
し

た
。
次
回
も
多
く
の
参
加
を
お
待
ち

し
て
お
り
ま
す
。

第
13
回
中
世
城
郭
探
訪
／
来
春
最
終
開
催
の
ご
案
内

最
終
回
開
催
予
定

大椎城にて（H25.4.6開催）

鉄
道
が
発
達
す
る
ま
で
、岩
槻
は
、

関
東
の
交
通
の
大
動
脈
で
あ
る
荒
川

（
現
在
の
元
荒
川
）
を
扼
す
る
拠
点

で
あ
っ
た
。
そ
こ
に
築
か
れ
た
岩
槻

城
は
、
元
荒
川
の
流
れ
を
引
き
入
れ

て
防
御
の
要
と
し
て
い
る
。
室
町
時

代
の
関
東
騒
乱
の
折
、
太
田
道
灌
が

築
城
（
成
田
氏
が
築
城
と
の
説
も
あ

る
）
し
、
公
方
、
管
領
の
両
上
杉
氏

ら
が
三
つ
巴
と
な
っ
て
攻
防
を
繰
り

広
げ
た
舞
台
で
も
あ
る
。
そ
の
後
、

関
東
全
域
の
支
配
を
目
指
す
小
田
原

北
条
氏
の
支
配
す
る
と
こ
ろ
と
な
っ

た
が
、
北
条
氏
滅
亡
後
は
、
江
戸
の

北
を
守
る
要
衝
と
し
て
、
譜
代
大
名

が
明
治
ま
で
配
置
さ
れ
て
い
た
。

な
お
、
城
下
見
学
の
途
次
、
盛
岡

出
身
の
歌
人
大
西
民
子
（
現
盛
岡
二

高
出
）
の
歌
碑
に
立
ち
寄
る
。

〈
開
催
要
項
〉

▼
開
催
日：

平
成
25
年
11
月
９
日（
土
）（少
雨

決
行
）。当
日
荒
天
の
場
合
は
10
日（
日
）に

実
施
。催
行
の
可
否
は
前
日
に
決
定
。

▼
集
合：

９：

30

東
武
野
田
線
岩
槻
駅
改

札
口
集
合
（
15
時
頃
岩
槻
駅
前
に
て
解

散→
懇
親
会
（
希
望
者
の
み
）

▼
申
込
み
先
＆
締
切
り：

11
月
７
日
（
木
）

ま
で
に
大
澤
邦
雄（
Ｓ
43
卒
）へ
電
話
０
３
・

６
４
５
９
・
０
０
４
１
、
又
は
次
へ
メ
ー

ルrtdcpt_ohsaw
a@
yahoo.co.jp

〈
開
催
要
項
〉

▼
開
催
日：

平
成
26
年
４
月
５
日
（
土
）

〜
６
日
（
日
）

▼
申
込
み
先
＆
締
切
り：

平
成
26
年
２
月

28
日（
金
）ま
で
に
、
前
記
、
大
澤
邦
雄

へ
電
話
又
は
メ
ー
ル
で
。

※
行
程
等
、
詳
細
は
申
込
み
後
、
大
澤
ま

で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
な
お
、「
中
世
城

郭
探
訪
」
は
、
来
年
４
月
の
開
催
を
も

っ
て
、
在
京
白
堊
会
の
ク
ラ
ブ
活
動
と

し
て
は
終
了
に
な
り
ま
す
。

早
春
の
花
が
咲
き
乱
れ
る
甲
斐

路
を
散
策
し
な
が
ら
、
甲
斐
武
田
氏

興
亡
の
跡
を
辿
る
。
ま
た
甲
斐
Ｂ
級

グ
ル
メ
に
舌
鼓
を
打
っ
た
後
、
甲
府

市
最
大
の
祭
り
で
あ
る
信
玄
公
祭
り

を
見
学
す
る
。
宿
泊
は
、
甲
府
市
街

地
を
眼
下
に
見
下
ろ
す
、
そ
の
名
も

ホ
テ
ル
要
害
。
百
万
ド
ル
の
夜
景
を

見
な
が
ら
の
露
天
風
呂
は
絶
品
。

第９回 在京白堊レディス会 活動報告

銀
座
で
ラ
ン
チ

楽
し
い
白
堊
女
子
会
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平
成
25
年
５
月
11
日
（
土
）
に
東

京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
に
て
、
第
45
回

在
京
白
堊
会
総
会
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
今
年
も
昨
年
に
続
い
て
３
０
０

名
を
超
え
る
多
く
の
方
に
お
越
し
い

た
だ
き
、
立
錐
の
余
地
も
な
い
ほ
ど

の
大
変
な
盛
況
と
な
り
ま
し
た
。
当

日
は
来
賓
と
し
て
、
盛
岡
一
高
校
長

の
高
橋
廣
至
先
生
と
白
堊
同
窓
会
の

谷
村
邦
久
副
会
長
、
ま
た
恩
師
と
し

て
小
山
卓
也
先
生
に
も
ご
臨
席
い
た

だ
き
ま
し
た
。今

年
は
「
集
え
！

猛
者
も

さ

達だぢ
よ
」
を
テ
ー
マ
に

掲
げ
、
憧
れ
の
盛
岡
一

高
に
入
学
し
、
先
輩
た

ち
と
と
も
に
校
歌
・
応

援
歌
を
歌
っ
た
あ
の
頃

を
思
い
出
し
て
い
た
だ

け
る
企
画
を
用
意
い
た

2013総会報告

甲
子
園
に
も
う
一
度
！

決
勝
戦
を
再
現
！

日
時：

平
成
25
年
５
月
11
日

講
演
会
15：

00
〜

総
会
・
懇
親
会
16：

00
〜

会
場：

東
京
ガ
ー
デ
ン
パ
レ
ス
（
お
茶
の
水
）

し
ま
し
た
。
第
１
部
は
岩
手
あ
る
い

は
盛
岡
一
高
に
ち
な
ん
だ
ク
イ
ズ
大

会
「
百
周
年
卒
業
生

百
堊
・

・

会
か
ら

の
挑
戦
状
」。
チ
ー
ム
の
皆
さ
ん
が

と
て
も
優
秀
で
全
問
正
解
が
４
組
も

出
た
た
め
、
最
後
は
じ
ゃ
ん
け
ん
大

会
に
よ
る
決
勝
戦
と
な
り
ま
し
た
。

続
い
て
「
甲
子
園
に
も
う
一
度
│
昭

和
53
年
野
球
県
大
会
決
勝
戦
の
再

現
」。
幻
に
終
わ
っ
た
一
昨
年
の
幹

事
の
先
輩
方
の
企
画
を
引
き
継
い

で
、
昭
和
53
年
の
甲
子
園
出
場
を
決

め
た
決
勝
戦
の
映
像
を
背
景
に
、
皆

310余名が参加した総会風景

恒例の鏡開き（左よりS25卒・及川昭伍顧問、高橋廣至校長、S41卒・
馬場信会長、S20卒・佐々木孝二さん、S41卒・谷村邦久白堊同窓会副会長）

さ
ん
と
と
も
に
「
か
っ
と
ば
せ
」

「
お
か
わ
り
来
い
」
や
第
６
応
援
歌

な
ど
の
応
援
を
再
現
い
た
し
ま
し

た
。
も
う
一
度
甲
子
園
に
応
援
に
行

き
た
い
と
い
う
多
く
の
方
の
気
持
ち

を
反
映
し
、
大
変
な
盛
り
上
が
り
と

な
り
ま
し
た
。

ま
た
総
会
に
先
立
つ
午
後
３
時
か

正面の大型スクリーンに昭和53年岩手県大会決勝、対黒沢尻工戦の
映像を映しながら応援を追体験、甲子園出場の歓喜を味わった

S56年卒・西條芳文東北大加齢医学研究所教授の講演会

サンキュー！サンキュー！「百堊会」（S56年卒同期会）。1年間ありがとうございました！

フレー！フレー！「82会」（S57年卒同期会）。来年の総会を、よろしくお願いします！

ら
は
、
東
北
大
学
大
学
院
医
工
学
研

究
所
所
長
で
あ
り
東
北
大
学
加
齢
医

学
研
究
所
教
授
の
西
條
芳
文
氏
（
Ｓ

56
年
卒
）
に
よ
る
「
ス
マ
ー
ト
・
エ

イ
ジ
ン
グ
‐
日
本
の
生
き
る
道
」
と

題
す
る
講
演
会
を
開
催
し
好
評
を
博

し
ま
し
た
。

来
年
は
昭
和
57
年
卒
の
皆
さ
ん
が

幹
事
と
な
り
ま
す
が
、
す
で
に
準
備

に
余
念
が
な
い
よ
う
で
す
。
来
年
の

会
で
皆
様
に
再
び
お
会
い
で
き
る
こ

と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
ご

参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
皆
様
、
ど
う

も
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

（
昭
和
56
年
幹
事
一
同
）

クイズ大会は全問正解者が多く
最後はじゃんけんで決着

平
成
25
年
度
在
京
白
堊
会
会
費
未
納
の
方

は
、同
封
の
振
替
用
紙
に
て
年
会
費
２，
０

０
０
円
の
お
振
込
み
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

な
お
、す
で
に
お
支
払
い
済
み
の
方
に
振
替
用

紙
が
届
き
ま
し
た
ら
、ご
容
赦
く
だ
さ
い
。

お 願 い

甲
子
園
出
場
を
決
め
た
！

昭
和
53
年
の
県
大
会
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ィ
・
ス
ト
ロ
ー
ス
な
ど
を
愛
読
し
て

い
た
せ
い
か
、
古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の

農
牧
民
の
生
活
を
伝
え
る
カ
ル
パ
チ

ア
の
山
岳
地
帯
に
住
む
人
々
の
風
俗

や
習
慣
を
も
っ
と
究
め
た
く
な
っ
た

の
で
す
。
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア（
民
俗
学
）

で
す
ね
。
雑
誌
な
ど
に
書
い
た
原
稿

料
が
貯
ま
っ
て
い
そ
い
そ
と
再
訪
し

た
ら
、
ま
た
大
歓
待
で
す
。
民
俗
学

で
は
ま
っ
た
く
の
素
人
が
ル
ー
マ
ニ

ア
に
通
い
、
彼
ら
の
生
活
を
細
か
く

記
録
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
で
す
。

７
回
、
８
回
と
通
う
内
に
言
葉
も
ど

う
や
ら
分
か
る
よ
う
に
な
り
、
微
妙

な
こ
と
も
理
解
で
き
る
よ
う
に
な
り

ま
し
た
。
最
初
の
本
は
『
明
日
は
貴

族
だ
！
』
で
す
。
こ
れ
は
「
戦
後
に

出
た
、
海
外
旅
行
書
中
の
名
著
の
10

冊
に
入
る
」
と
、
小
田
実
氏
ら
の
著

書
と
と
も
に
、
評
価
さ
れ
ま
し
た
。

ルーマニア政府から授与された芸術騎士十字勲章を胸に（2009年11月24日・ルーマニア大使館）

ナ
シ
ョ
ナ
ル
を

収
斂
す
る
と

イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
に

１
９
６
５
年
か
ら
約
半
世
紀
、１
８
０
回
以
上
ル
ー
マ
ニ
ア
を
訪
問
し
た
み
や
こ
う
せ
い
さ
ん（
Ｓ
31
卒
）。本
紙

第
28
号（
２
０
１
０
年
３
月
発
行
）既
報
の
通
り
、２
０
０
９
年
に
日
本
の
文
化
勲
章
に
あ
た
る
芸
術
騎
士
十
字
章
を

ル
ー
マ
ニ
ア
政
府
か
ら
授
与
さ
れ
た
。
今
秋
に
は
ル
ー
マ
ニ
ア
で
、長
年
に
わ
た
る
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
フ
ィ
ー
ル
ド
・

ワ
ー
ク
の
集
大
成
と
な
る
３
冊
の
写
真
集
を
刊
行
す
る
。著
述
、フ
ォ
ト
・
ア
ー
ト
、批
評
、翻
訳
な
ど
多
方
面
に
わ

た
り
マ
ル
チ
な
活
動
を
続
け
る
み
や
こ
う
せ
い
さ
ん
に
、
ル
ー
マ
ニ
ア
の
魅
力
と
、
グ
ロ
ー
バ
ル
な
社
会
に
対
峙

す
る
後
輩
へ
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
語
っ
て
い
た
だ
い
た
。
（
構
成
・
写
真
＝
山
田
武
秋
Ｓ
42
卒
）

デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
の
ル
ー
マ
ニ
ア
。
習
俗
に
魅
せ
ら
れ
て

――
み
や
さ
ん
が
初
め
て
ル
ー
マ
ニ

ア
に
行
っ
た
の
が
１
９
６
５
年
。
そ

れ
か
ら
１
８
０
回
以
上
訪
問
さ
れ
て

い
る
そ
う
で
す
が
、
そ
の
魅
力
は
？

み
や

３
カ
月
ほ
ど
ル
ー
マ
ニ
ア
国

内
を
あ
ち
こ
ち
放
浪
し
て
い
た
の
で

す
が
、
会
う
人
々
が
口
を
揃
え
て

「
マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
へ
行
き
な
さ
い
。

古
い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
伝
統
が
残
っ
て

い
て
、
神
の
よ
う
な
人
々
が
い
る
」

と
言
う
ん
で
す
。
マ
ラ
ム
レ
シ
ュ
と

は
カ
ル
パ
チ
ア
山
脈
に
抱
か
れ
た
ル

ー
マ
ニ
ア
北
北
西
部
の
地
域
で
す
。

人
々
は
羊
を
飼
い
、
ほ
ぼ
自
給
自
足

の
生
活
を
し
て
い
ま
す
。
あ
る
日
や

っ
と
か
の
地
に
た
ど
り
着
き
ま
し

た
。
瞬
間
、「
あ
っ
、
こ
の
風
景
は

見
た
こ
と
が
あ
る
」と
思
い
ま
し
た
。

要
す
る
に
、
デ
ジ
ャ
ヴ
ュ
（
既
視
感
）

で
す
ね
。
北
上
山
地
の
村
の
雰
囲
気

そ
の
も
の
な
の
で
す
。
言
葉
も
な
ま

り
が
強
い
ん
で
す
。
人
々
は
と
て
も

親
切
で
、み
ん
な「
ど
こ
か
ら
来
た
の
、

家
へ
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
と
招
い
て
く
れ

る
。
１
カ
月
そ
の
地
域
に
滞
在
し
た

が
、
毎
日
、
民
家
に
泊
ま
り
ま
し
た
。

――
そ
れ
で
、
と
り
憑
か
れ
た
！
。

み
や

エ
キ
サ
イ
テ
ィ
ン
グ
な
ル
ー

マ
ニ
ア
の
あ
と
諸
国
を
経
て
パ
リ
に

行
き
、
１
年
後
に
帰
国
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
カ
ル
チ
ャ
ー
シ
ョ
ッ
ク
で

夢
う
つ
つ
の
毎
日
で
し
た
。
特
に
明

る
く
や
さ
し
か
っ
た
ル
ー
マ
ニ
ア
の

人
々
の
こ
と
が
忘
れ
ら
れ
な
い
。
以

前
、
出
版
関
係
の
新
聞
に
籍
を
置
い

て
柳
田
国
男
や
宮
本
常
一
、
レ
ヴ

み
や
こ
う
せ
い

み
や
こ
う
せ
い

『明日は貴族だ！』（1970あすなろ社/2011未知谷から改版）
『ルーマニアの小さな村から』（1990NHKブックス/2007未知谷から改版）

『羊と樅の木の歌』（1988朝日選書/2008未知谷から改版）

白堊人
INTERVIEW

●
みやこうせいさん

（S31卒）

Photo by Kosei Miya
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フ
レ
ー
ム
に
、
見
え
な
い
も
の
を
込
め
る

「
ペ
レ
ジ
ヴ
ァ
ー
ニ
ェ
」の
心
が
世
界
を
結
び
つ
け
る

―
―
ず
っ
と
前
に
出
さ
れ
た
朝
日

選
書
や
Ｎ
Ｈ
Ｋ
ブ
ッ
ク
ス
は
民
俗

学
の
調
査
の
よ
う
な
も
の
で
す
か
。

み
や

い
い
え
。
古
い
時
代
の
ヨ
ー

ロ
ッ
パ
が
残
っ
て
「
原
風
景
」
と
い

わ
れ
る
カ
ル
パ
チ
ア
山
系
の
人
々
の

四
季
の
行
事
、
習
慣
な
ど
を
誇
張
な

く
書
い
た
本
で
す
。
農
牧
民
で
あ
る

彼
ら
の
生
活
の
中
心
に
あ
る
の
は
羊

と
樅も
み
の
木
で
す
。
そ
の
生
活
の
中
で

樅
の
木
は
「
神
木
」
と
さ
れ
て
い
ま

す
。
人
が
旅
立
て
ば
、
そ
の
お
墓
の

上
に
山
か
ら
イ
キ
の
良
い
樅
の
木
を

伐
り
出
し
て
来
て
無
数
の
色
紙
で
飾

り
、
ト
ー
テ
ム
ポ
ー
ル
の
よ
う
に
立

て
る
の
で
す
が
、
そ
れ
は
天
か
ら
降

り
て
来
た
神
の
思
し
召
し
と
、
下
か

ら
上
っ
て
い
く
魂
が
交
わ
る
依
り
代

な
の
で
す
。
天
と
地
の
結
婚
で
す
。

人
々
は
ル
ー
マ
ニ
ア
正
教
徒
で
す

が
、
キ
リ
ス
ト
教
以
前
の
信
仰
も
残

っ
て
い
ま
す
。
羊
と
樅
の
木
が
衣
食

住
を
賄
い
、人
々
の
美
意
識
を
育
み
、

素
朴
で
心
豊
か
な
彼
ら
の
生
活
を
支

え
て
い
る
の
で
す
。
結
婚
式
の
お
触

れ
に
、
若
者
が
10
頭
く
ら
い
の
飾
り

立
て
た
馬
に
乗
っ
て
走
り
回
る
チ
ャ

グ
チ
ャ
グ
馬
っ
こ
の
よ
う
な
風
習
も

あ
り
ま
す
。

――
ま
る
で
盛
岡
の
よ
う
で
す
ね
。

み
や

ぼ
く
は
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
原
郷

で
あ
る
ル
ー
マ
ニ
ア
は
「
世
界
の
中

心
で
あ
る
」
と
言
い
出
し
ま
し
た
。

で
も
、
フ
ォ
ー
ク
ロ
ア
の
視
点
か
ら

言
え
ば
遠
野
も
盛
岡
も
世
界
の
中
心

な
の
で
す
。
ナ
シ
ョ
ナ
ル
で
ロ
ー
カ

ル
な
も
の
を
突
き
詰
め
て
い
け
ば
、

そ
こ
に
は
必
ず
普
遍
の
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
な
人
間
の
営
み
が
あ
り
ま

す
。
ど
ん
な
場
所
で
も
世
界
の
中
心

で
あ
る
と
い
う
の
が
、
ル
ー
マ
ニ
ア

で
得
た
ぼ
く
の
持
論
で
す
。

―
―
す
て
き
な
写
真
を
た
く
さ
ん

撮
ら
れ
て
い
ま
す
ね
。

み
や

岩
波
写
真
文
庫
を
100
冊
作
っ

た
職
人
気
質
の
名
写
真
家
・
薗
部
澄

さ
ん
と
５
年
間
、
文
章
を
担
当
し
日

本
を
細
か
く
め
ぐ
り
ま
し
た
。
こ
の

方
は
小
学
校
を
出
た
だ
け
。
た
い
へ

ん
な
読
書
家
で
し
た
。

写
真
に
つ
い
て
は
、
ま
ず
構
図
を

考
え
文
章
化
を
は
か
り
、
そ
れ
か
ら

撮
る
と
い
う
姿
勢
で
す
。
シ
ャ
ッ
タ

ー
を
切
る
の
は
、
一
つ
の
被
写
体
に

２
〜
３
回
で
す
。
多
く
は
撮
り
ま
せ

ん
。「
見
え
る
も
の
は
そ
の
場
か
ぎ

り
、
本
質
は
見
え
な
い
も
の
の
中
に

あ
る
」
と
い
う
サ
ン
・
テ
グ
ジ
ュ
ベ

リ
の
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
自
身
、
常

に
こ
の
「
見
え
な
い
も
の
」
に
迫
ろ

う
と
考
え
て
い
ま
す
。
フ
レ
ー
ム
の

中
に
込
め
る
見
え
な
い
魂
の
軌
跡

は
、
雫
石
の
僻
村
で
暮
ら
し
た
小
学

の
で
し
ょ
う
。
幼
い
な
が
ら
、
厳
冬

の
氷
雪
の
下
、
月
に
照
ら
さ
れ
燐
光

色
に
輝
く
山
の
威
容
に
、
神
の
存
在

を
感
じ
た
の
で
す
。
何
の
組
織
に
も

属
さ
な
い
ぼ
く
の
作
品
は
、
日
本
で

は
さ
ほ
ど
理
解
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
20
年
ほ
ど
前
、
フ
ラ
ン
ス
の
民

俗
学
博
物
館
（
シ
ャ
イ
ヨ
ー
宮
）
に

快
心
の
写
真
集
を
送
っ
た
と
こ
ろ

「
す
ぐ
写
真
展
を
」
と
言
わ
れ
、
３

カ
月
の
予
定
が
「
日
本
の
感
性
で
古

い
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
撮
っ
た
」
と
11
カ

月
の
ロ
ン
グ
ラ
ン
に
な
り
ま
し
た
。

―
―
著
書
の
他
に
翻
訳
も
。
外
国

語
は
ど
の
よ
う
に
？

み
や

福
沢
諭
吉
は「
長
じ
て
洋
学
、

蘭
学
を
学
ぶ
こ
と
に
な
ん
の
畏
れ
も

な
か
っ
た
。
国
学
を
修
め
て
い
た
か

ら
だ
」
と
言
っ
て
い
ま
す
。
外
国
語

の
基
本
は
日
本
語
と
い
う
こ
と
で

す
。日
本
語
の
力
が
６
割
と
す
る
と
、

外
国
語
も
そ
れ
以
上
に
は
な
れ
な
い

と
思
う
。
今
、
数
カ
国
語
を
使
い
、

友
だ
ち
が
諸
国
に
い
ま
す
が
、
核
は

日
本
語
、
あ
と
は
応
用
で
す
。
最
近

は
電
子
辞
書
ば
か
り
で
す
が
、
浦
和

執筆は愛用の万年筆で、ときにワープロも

高
校
の
校
長
が
入
学
式
で
新
入
生
に

紙
の
辞
書
を
必
ず
使
う
よ
う
言
い
渡

し
ま
し
た
。
感
じ
入
り
ま
し
た
。
紙

の
辞
書
の
ほ
う
が
引
く
の
に
早
く
、

周
辺
の
単
語
が
目
に
入
り
ま
す
。
そ

れ
か
ら
、
な
ん
と
い
っ
て
も
良
書
を

多
く
読
む
こ
と
で
す
。
世
界
に
は
手

つ
か
ず
の
宝
石
が
眠
っ
て
い
ま
す
。

と
も
か
く
、
対
象
に
、
ひ
し
と
、
ひ

た
す
ら
、
ひ
た
む
き
、
ひ
た
ぶ
る
、

ほ
れ
込
み
ま
す
。
視
点
を
広
げ
、
隣

接
諸
分
野
に
く
ま
な
く
あ
た
り
、
言

葉
も
学
び
、
す
そ
野
を
広
げ
る
こ
と

で
す
。
最
初
、
不
案
内
な
ル
ー
マ
ニ

ア
の
駅
で
役
立
っ
た
の
は
、
高
校
時

代
に
か
じ
っ
た
片
言
の
フ
ラ
ン
ス
語

で
す
。
ル
ー
マ
ニ
ア
語
は
ラ
テ
ン
系

で
、
教
養
の
あ
る
人
は
フ
ラ
ン
ス
語

を
話
し
ま
す
。
フ
ラ
ン
ス
語
教
師
が

ぼ
く
を
「
家
へ
」
と
誘
っ
た
の
が
、

ル
ー
マ
ニ
ア
と
深
く
関
わ
る
き
っ
か

け
と
な
り
ま
し
た
。

生
の
こ
ろ
、部
屋
の
小
さ
な
窓
か
ら
、

日
夜
、
岩
手
山
を
眺
め
培
わ
れ
た
も

―
―
初
め
て
出
会
っ
た
人
の
家
に

行
く
の
は
勇
気
が
い
り
ま
せ
ん
か
。

み
や

ロ
シ
ア
語
に
「
ペ
レ
ジ
ヴ
ァ

ー
ニ
ェ
」
な
る
言
葉
が
あ
り
ま
す
。

英
語
だ
と「
フ
ィ
ー
リ
ン
グ
」。「
相
手

の
苦
し
み
を
苦
し
む
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
26
歳
で
勤
め
を
辞
め
、
読
書

三
昧
の
と
き
に
、
モ
ス
ク
ワ
大
学
の

日
本
人
留
学
生
と
知
り
合
い
１
週
間

泊
め
た
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
彼
は
お

返
し
に
モ
ス
ク
ワ
ま
で
の
片
道
切
符

を
送
っ
て
き
ま
し
た
。「
不
毛
の
生

活
よ
り
、
海
外
へ
」
と
言
う
の
で
す
。

向
こ
う
で
一
カ
月
滞
在
し
て
日
本
へ

帰
る
と
言
っ
た
ら
彼
が
怒
っ
て
「
ど

う
し
て
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
ま
で
行
か
な
い

の
か
」
と
ル
ー
マ
ニ
ア
の
国
境
ま
で

切
符
を
買
っ
て
く
れ
ま
し
た
。
そ
れ

か
ら
人
生
は
変
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。

彼
の
懐
の
大
き
さ
が
転
機
に
な
っ
た

の
で
す
。
世
界
中
に
よ
き
友
が
い
ま

す
が
、こ
の「
ペ
レ
ジ
ヴ
ァ
ー
ニ
ェ
」こ

そ
が
世
界
の
人
々
を
結
び
つ
け
る
不

変
の
精
神
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い

ま
す
。
ぼ
く
は
素
晴
ら
し
い
人
た
ち

に
よ
く
出
会
い
ま
す
。会
っ
た
人
を

ま
ず
好
き
に
な
る
ん
で
す
。
自
他
同

一
と
い
う
言
葉
が
好
き
で
す
。（
了
）

仏、伊、ルーマニアでも写真集を刊行

ハンガリーやロシアのCD絵本の翻訳も。
まどみちお氏や角野栄子さんとのコラボも



（６）在京白堊会報 2013年9月（第35号）



（７） 在京白堊会報 2013年9月（第35号）



編
集
後
記

在京白堊会報 2013年9月（第35号） （８）

本
年
も
、10
月
22
日（
火
）、
ザ
・
ゴ

ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎
で
開
催
い
た
し

ま
す
。
申
込
み
締
切
り
が
10
月
５
日

（
土
）
で
す
の
で
、
参
加
ご
希
望
の
年

次
チ
ー
ム
、
個
人
は
、
男
女
を
問
わ

ず
、
す
ぐ
に
お
申
込
み
下
さ
い
。

白堊五行歌会

こ
こ
を
過
ぎ
て

悲
し
み
の
街

ふ
る
さ
と
へ
帰
る
道
は

歳
を
ふ
る
ご
と

足
取
り
重
く
な
り

山
田
武
秋
（
Ｓ
42
卒
）

朝
焼
け
夕
焼
け

変
幻
自
在
の
雲

大
空
を
飛
翔
す
る
鳥

ベ
ラ
ン
ダ
に
立
ち

生
き
る
を
感
じ
る

伊
奈
裕
（
Ｓ
38
卒
）

欲
望
の

疑
似
餌
な
く
し
て

暮
せ
ぬ
か
？

ロ
ー
ン
明
細

重
い
紙
切
れ

村
谷
尚
（
Ｓ
54
卒
）

た
だ
黙
々
と

ひ
と
つ
ず
つ
に

名
を
書
き
入
れ
る

老
人
施
設
に

母
入
居
の
朝
は

吉
田
美
雅
子
（
Ｓ
45
卒
）

白堊五行歌会は、毎月第1金曜日午後6時30分から
秋葉原で歌会を行っています。参加をご希望の方は
03-3269-3420（42年卒・白堊五行歌会代表・山田）
まで電話またはメールでお気軽にご連絡ください。
Eメールアドレスsakuraco@leaf.ocn.ne.jp

※2013年4月～2013年8月までの作品から。名前はペンネームもあります。

昨年の参加者

▼
在
京
玉
高
会
（
熊
本
県
玉
名
高
校
の
在
京

同
窓
会
）
か
ら
連
絡
が
あ
っ
た
。。
玉
名
高
校

も
校
舎
が
白
堊
の
殿
堂
で
、同
窓
会
は「
白
亜

会
」を
名
の
る
ら
し
い
。
旧
制
中
学
に
は
白
堊

の
殿
堂
が
多
い
。
そ
の
う
ち
白
堊
サ
ミ
ッ
ト

が
で
き
て
交
流
を
楽
し
め
る
か
も
し
れ
な
い
。

▼
今
号
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
は
み
や
こ
う
せ
い

さ
ん（
Ｓ
31
卒
）。い
ま
も
精
力
的
に
海
外
を

往
き
来
し
活
躍
し
て
い
る
。歩
く
速
度
も
速
い
。

大
先
輩
に
元
気
を
も
ら
っ
た
。▼
昭
和
50
年
代

卒
会
員
が
増
え
、
年
次
幹
事
の
皆
さ
ん
を
通

じ
て
、
会
員
名
簿
の
充
実
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

▼
皆
さ
ま
の
交
流
の
場
と
し
て
、
在
京
白
堊

会
の
活
動
を
盛
り
上
げ
ま
し
ょ
う
。

（
Ｙ
）

「
歌
の
ま
つ
り
」
は
、
毎
回
、
歌
を

愛
す
る
幅
広
い
年
次
の
白
堊
同
窓
が

集
ま
っ
て
、
白
堊
同
窓
が
、
毎
回
た

く
さ
ん
集
ま
っ
て
、
ピ
ア
ノ
伴
奏
に

よ
る
歌
唱
な
ど
を
楽
し
ん
で
い
ま
す
。

「
歌
の
新
年
会
」
に
も
、
多
く
の
方

の
参
加
を
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

参加者
募集

10
月
22
日（
火
）開
催
、す
ぐ
申
込
み
を
!!

第
11
回
在
京
白
堊
会
ゴ
ル
フ
大
会

参加者
募集

「
歌
の
新
年
会
」
Ｈ
26
年
２
月
９
日（
日
）開
催

第
10
回
歌
の
祭
り
（
歌
の
新
年
会
）

〈
開
催
要
項
〉

▼
開
催
日：

平
成
25
年
10
月
22
日
（
火
）

▼
会
場：

ザ
・
ゴ
ル
フ
ク
ラ
ブ
竜
ヶ
崎

〒301-0857

茨
城
県
龍
ヶ
崎
市

泉
町
原
口
１
５
９
２
の
７
７

Ｔ
Ｅ
Ｌ
（
０
２
９
７
）
６
４
・
０
１
１
０

▼
集
合
時
刻：

８：

30
（
時
間
厳
守
）

▼
募
集
人
員：

10
組
40
名

▼
ス
タ
ー
ト
予
定
時
刻：

９：

３
０
以
降

（
Ｏ
Ｕ
Ｔ
、
Ｉ
Ｎ
同
時
ス
タ
ー
ト
）

※
募
集
締
め
切
り
後
、
参
加
者
に
組
み
合

わ
せ
表
を
送
付
し
ま
す
。

▼
対
抗
戦
、
個
人
戦
、
及
び
表
彰

（
１
）
プ
レ
ー
及
び
ス
コ
ア
は
18
ホ
ー
ル
ズ

ス
ト
ロ
ー
ク
プ
レ
ー
と
し
、
ハ
ン
デ
ィ

は
ダ
ブ
ル
ペ
リ
ア
方
式
（
36
で
打
止
め
）

で
算
出
し
ま
す
。
な
お
、
同
ネ
ッ
ト
の

場
合
は
卒
業
年
次
を
上
位
と
し
ま
す
。

（
２
）
卒
業
年
次
別
対
抗
戦

１
チ
ー
ム
の
上
位
３
名
の
合
計
ス
コ
ア

（
１
チ
ー
ム
３
人
の
場
合
は
３
名
の
合
計

ス
コ
ア
）
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。
混
成

チ
ー
ム
も
、
卒
業
年
次
対
抗
戦
の
対
象
と

し
ま
す
。

（
３
）
個
人
戦

上
記
（
１
）
で
順
位
を
決
定
し
ま
す
。

（
４
）
表
彰

①
卒
業
年
次
別
対
抗
戦
に
つ
い
て
は
、
優
勝

チ
ー
ム
の
各
人
に
優
勝
盾
及
び
副
賞
を
授

与
し
ま
す
。

②
個
人
戦
に
つ
い
て
は
、
優
勝
者
に
カ
ッ
プ

（
持
回
り
、
翌
年
レ
プ
リ
カ
を
授
与
）
及

び
賞
品
を
授
与
し
ま
す
。

③
そ
の
他
の
賞
と
し
て
、
飛
び
賞
、
ド
ラ
コ

ン
賞
及
び
ニ
ア
ピ
ン
賞
、
ブ
ー
ビ
ー
賞
を

差
し
上
げ
ま
す
。

▼
費
用

（
１
）
プ
レ
ー
費（
概
算
）：

１
５，
０
０
０

円
（
各
自
清
算
、
昼
食
代
及
び
懇
親
会
オ

ー
ド
ブ
ル
代
を
含
む
）

（
２
）
参
加
費：

３，
０
０
０
円
（
パ
ー
テ

ィ
ー
費
、
賞
品
代
ほ
か
）
※
在
京
白
堊
会

25
年
度
年
会
費
未
納
の
方
は
プ
ラ
ス
２，

０
０
０
円
。

▼
送
迎
バ
ス：

東
京
駅
〜
会
場
間
の
往
復

送
迎
バ
ス
を
用
意
し
ま
す
。

▼
集
合：

７：

00

東
京
八
重
洲
口
旧
第

二
鉄
鋼
ビ
ル
前
。
時
間
厳
守
。

▼
料
金：

往
復
３，
０
０
０
円
（
片
道
半
額
）

▼
シ
ル
バ
ー
テ
ィ
ー
使
用：

認
め
ま
す
。

▼
申
込
み
及
び
申
込
み
締
め
切
り：

①
氏

名
②
住
所
③
電
話
番
号
（
チ
ー
ム
の
場

合
は
全
員
の
分
を
ま
と
め
て
）
④
送
迎

バ
ス
利
用
の
有
無
を
明
記
の
上
、
10
月

５
日
（
土
）
ま
で
「
在
京
白
堊
会
ゴ
ル

フ
大
会
」
担
当
幹
事
事
務
局
ま
で
電
子

メ
ー
ル
も
し
く
は
郵
送
・
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご

連
絡
下
さ
い
。

▼
本
年
の
担
当
幹
事：

事
務
局
担
当：

細
越
博
資（
Ｓ
40
卒
）

（
Ｅ
メ
ー
ル
）

hirohosogoshi@
jcom

.hom
e.ne.jp

（
住
所
）
１
７
４
・
０
０
６
３

板
橋
区
前
野
町
３
の
１
の
１
の
２
２
１

（
Ｔ
Ｅ
Ｌ
＆
Ｆ
Ａ
Ｘ)

（
０
３
）
６
７
８
９
・
６
１
５
１

「歌の祭り」H25.8.4（日）於：渋谷区笹塚BLUE-T（ブルーティ）

〈
開
催
要
項
〉

▼
開
催
日：

平
成
26
年
２
月
９
日
（
日
）

▼
場
所

Ｂ
Ｌ
Ｕ
Ｅ-

Ｔ
（
ブ
ル
ー
テ
ィ
）

渋
谷
区
笹
塚
１
の
61
の
８

▼
申
込
・
問
合
せ

時
間
や
会
費
、
申
込

み
締
切
り
等
、
詳
細
は
大
内
秀
之（
Ｓ
35

卒
）へciv04580@

rio.odn.ne.jp

（
メ
ー

ル
）
ま
た
は
電
話
（
Ｆ
Ａ
Ｘ
）
０
４
５
・
８

６
４
・
３
２
１
５
で
お
問
合
せ
下
さ
い
。
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